
独立行政法人農業生物資源研究所 ＮＩＡＳオープンカレッジ
（共催：知の市場・早稲田大学規範科学総合研究所）

遺伝子組換え研究推進室（田部井、石川）
問合わせ先: 029-838-7431、kenkyu-suishin@nias.affrc.go.jp

問題点： 農業生物資源研究所の研究成果を
社会に発信する機会が不足している

生物資源の改良の歴史や社会貢献に
関する情報発信が、充分とは言えない

企画目的： メディアの集積地である東京において
農業生物資源研究所の研究成果を定
期的・効率的に情報発信する

生命科学リテラシー向上を通した
社会貢献

＜企画内容＞

平成22年9月から12月にかけ、東京の四ッ谷（主婦会館）でNIASオープンカレッジを開催した（毎週木曜日）。メディア
関係者、社会人、学生など63名（登録参加数）が受講し、当研究所の最新研究成果や遺伝子組換えの情報など、

様々なテーマを基に講義を行った。各講義の終わりには、受講者との意見交換の場が設けられ、講義内容に関して
活発な意見交換が行われた。

＜企画成果と今後の予定＞

＜参加者の感想と主な意見＞

・講義の様子

・知らないこと、ぼんやり理解していたことが明らかになって、参加して良かったです。
・「野生のイネが、栽培イネが失ってしまった有用な形質を持っているかもしれない」という話しは、非常に興味深かった。
・講師自身の研究のお話しに吸い込まれました。研究者の熱意が伝わりました。
・日頃漠然と考えていたことを数字で的確に説明していただき、良く理解できた。また、先生のお話を聞きたいと思いました。
・昆虫研究の重要性と先端研究の一端を垣間見たようで、大変興味を覚えました。
・DNAマーカーを使ったイネの遺伝育種法が良く分かりました。
・農業と食料生産のために、害虫防除がどのように展開、研究されているか良く理解できました。
・畜産業の研究が進んでいることを知りました。今後、動物を利用して医薬分野への発展を希望します。
・遺伝子組換え農作物のほ場見学や草取り体験などを通して、遺伝子組換え技術を考えることは重要と思いました。
・講義で使用した資料を公表していただければ、高校生の教材に活用したいです。
・講義中に十分理解できない点もあるので、配付資料に図表以外に説明書きを入れて欲しいです。
・その他、運営上照明や音響に関して改善の意見があった。

・講義シラバス（平成22年度）

約4ヶ月、合計15回の講義を修了した参加者（修了証発行者）は29名であり、修了者比率は申込者数の46％となった。

参加者の主な意見は以下の通りであり、概ね高い評価を得ている。来年度については、開催運営を広報室に変更し、
秋から15回を開催する予定であり、今後さらに多くの一般参加者が得られるように取り組む予定である。


